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特定非営利活動法人 りんりん

中途失明者の

妻として生きる

山本のぶ江さん(101歳)

半田市岩滑新田生まれ。

体は生来健康で、95歳 位まで庭の草取りをしたりで、今もどこ

も悪い所はないそうで丸 「おばあちゃんはじっかり者で、何をやう

てもきちんとした仕事ぶりでしたよ」(お嫁さん)

平成 17年脳梗塞で倒れ幸いにも大した後遺症もなく、今は陽

のよく入る、外の様子もよく見える居心地のいいお部屋で、ゆった

りとした毎日を過ごしていま丸 菜食が主だった以前と比べ、今は

何でも食べま丸 ウナギ、サラダ巻、いちじく 。なかでも飴は欠か

せません:                       ‐

ご主人が28歳 で失明し、以来、のぶ江さんはその手足 となり、

お仕事その他にいつも付き添いました。また、タト句や川柳を趣味と

するご主人のために辞書を引いたり、調べ物をしたりして94歳 で

亡くなるまで一心同体の暮らしでした。そのお陰か、のぶ江さんは

今でももの知りで、漢字も良くご存知です。社会的にも活躍したご

主人をよく支えたということで、県知事から感謝状もいただいたそ

うで丸 「いつも二人寄り添ってF高砂』の夫婦みたいでしたよJ(お

嫁さん)テレビは、相撲、野球が好きで、以前は相撲の取り組みに

も詳しかつたとか一。昨年の野球のワールドシリーズも手をたたい

て楽しんだし、時にはヘルパーさんと政治のことを話したりもしま

丸「おばあちやんは立派な人が好きでねぇ、時折テレビやその他

出会う人をみては、『立派な人だなぁ』といいま丸 何か感じるもの

があるのでしようか。私が嫁に来て以来、いつも実の娘みたいに

扱つてくれて、今まで言葉に尽くせないくらいよくしてもらいました。

お返しのつもりでお世話させてもらっていま丸 おばあちやんはも

う仏さまですよ。いつもニコニコして穏やかでね。何にでも、『あり

がとう、すまんねえJと感謝をし、人を喜ばせる言葉だけを口にしま

丸 悪い言葉は出しませんねえ」と同居のお嫁さんは語りま丸

新美 勝彦 水野 陽子 (敬称 略)

川井 法子 (敬称 略)

H月 21日 総勢49名 で避難訓練を実施しました。

半田消防署員が見守る中、デイサービスの避難・水消

火器での消火 避難ばしごの使い方などを練習し、指

導も受けました。

どんな時にもすく'に避難できるようにしたいもので丸

火を出さないようにするの

が一番です !“火の用心"

研修会

9月「緊急時の対応」・………………………………32名

10月「食事介助の基本的対応」・……………………・36名

11月「火災避難訓練J… ……・・……………………・49名

「手仕事といのち」

新年あけまして おめでとうございま丸

私ごとを年頭にお話させていただくことをお許し下さい。去年の

H月 、ふるさと津軽で一人住まいをしている母を訪ねて来ました。

介護保険を利用せま 自立した生活が出来ていることを確認し、

安心して帰つて来ました。滞在中、母がほどいた古着の布をたくさ

ん見せてもらいましたが、その中に、色がさめ継ぎ当てをした布が

あり、その縫い目の美しさに心を奪われました。それは祖母の手に

よるものでした。大切な布地のいのちをつなごうと繕った祖母の

心は、100年経った布を通して孫の私にも伝わって来ました。 |

津軽には“裂織"という織物がありま丸 それは古着を裂くという|

無惨な行為が、“織る"という優しい手仕事を経て新しいいのちを■

生み出す織物です。手にとった作品は、見る日も触れた手も、そ||

て心もあたたかくしてくれました。

ふるさとの手仕事をもう1つご紹介。山奥に自生する山葡萄の

蔓や樹皮を手間ひまかけて加工し、音ながらの技法で編み上げた

籠で丸 手の脂を吸うほどに光沢を増し、長年愛用すると皮革と見

紛うほどの色つやとなりま丸 あるお店で、60年使い続けていると

いう籠を見せていただきました。作つた人と使つている人の心が

溶け合って、年輪を重ねなければ生まれてこない光沢や風合の美

しきに目を見張りました。手軽なことが求められている時代の中で、

津軽の人々の手仕事は、手間を

かけ時間をかけて、物のいのちが

甦り輝くことを教えてくれました。

仕事も人生もそのようにありたい

と思う新年で丸

理事長 村上員喜子

9月 10月 11月

稔  手  紙 19名 6名 23名

き を り ● リ 14名 26名 14名

生 き活 きサロン 129名 87名 118名

小 物 づ く り 10名 体み 7名

(延
～
岡月人颯)

協力襲 利用会員 贅助会長 合  計

114名 59名 60名 233名

(H21/11/30未 現在)
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知多建設事務所 :安藤 彰教

私はこれまで、祖父母と同居の生活を送っ
た経験が無く、日常生活において高齢者と接
する機会が全く無い中で生活をしていました。
現場体験研修としてりんりんで6 EIFBlの研4多
を終えて、祖父母と同年代である施設利用者
と接する中で、高齢である事について改めて考
えさせられました。これまでは、「高齢者には配
慮 思いやりが必要だJと分かつていながら、ど
う配慮し思いやればよいか理解してしヽるよう
で出来ていない自分があり、接し方に不安を
抱いていました。短期P00ではあるものの、研修
を終えて、社会人として、高齢者がどの様な手
助けが必要でどう接すればよいかを、学ぶこと
が出来ました。

研修中 利用者さんやスタッフの笑顔に力を
もらいながら活動を行なうことが出来た。利用
者さんには、それぞれ得手不得手があり、私に
はどこまでを援助すべきか という線引きが難
しかつた。お手伝いしてしまうことは簡単だけ
ど、それが利用者さんが本当に必要とされてい
る援助とは必ずしも一致しないことがわかっ
た。りんりんの活動は、スタッフの方だけでは
なく、多くのポランティアによつて支えられてい
た。活動の一つ一つが利用者さん元気につな
がり、それが強いては地域や県民の元気につ
なかるのだと思う。互いを思いやる気持ちを大
切にして、今後の仕事に活かしていきたいと思
った。

刈谷児童相談センター :丼上 裕美 重知用水水道事務所 :石川 義和

研修の感想は一言で言えば「いい経験をさ
せてもらったJで魂 個人的な話です力ヽ 僕は祖
父母と同居したことがないので デイサービス
を利用されている世代の方と交流する機会は
皆無で魂 そういう意味で「普段接することの
ない方とコミュニケーションするいい機会を
与えてもらつた」というのが率直な感想です。
正直な話、今回のような6日間の短期研修で
NPOに ついて何かが分かるだとかF.5題点を
見つけるだとかは少なくとも僕の頭では無理
があるので、コミュニケーションの経験の場と
して、楽しく6日間過こすことができました。あ
りがとうこざいました。
最後に、「水を大切にJ。

私は主に、デイサービスと学童保育に参加

させていただきました。これまで高齢者の方々

と接する機会がほとんどなく、参力0時はとても

緊張しました。スタッフの皆さんやボランティア

の方々は明るく、楽しんで活動されており、安

心して取り組むことができました。慣れないこ

とばかりで、なかなか満足のいく活動ができず

悩むこともありました。しかし、普段の業務と

は違う環境の中で過こしたことは、今まで気づ

けなかったものに日を向けられる良い経験と

なったと感しています。ほんとうにありがとう

こざいました。

知多県税事務所 :梅原 絵美

知多建設事務所 :植 田 泰行

童話のll秋まつりがもうすぐ始まる9月中頃にお世話になりました。
'デイサービスやなべ'では、利用者さんと彼岸花の咲く矢勝川を散歩し
たり運動会の工入れのカレンダーを作つたり、とても楽しい時F・5を過
~・
しました。りんこクラブでは、子ども達とオセロやトランス サッカーに
鬼こつこ、頭も身体もフルに使つて遊びました。6日間という短い期間で
したが、この研修を通して、利用さんや子ども達からたくさんの実顔と
元気をもらいました。ありがとうこざいました。

研修でお世話になったのは、彼岸花が咲き始めた9月上旬頃で、環
境の良い所だと思いながら通勤していました。主にデイサービスと学童
保育のお手伝いをさせていただき、利用者の方にいろいろお話を聞い
たり、折り紙の狐を折つたり、歌を歌ったり、彼岸花の咲く土手沿いを
散歩し、子ども達と遊んだりして、償れないながら楽しく過こさせていた
だきました。職員の方々は、忙しく大変そうでしたが、楽しそうに仕事を
していました。利用者に気分良く過こしてもらうため、努めて楽しそうに
しているとのことζ 仕事の大変さを知りました。おにしい中、有意義な
体験をさせていただき皆さまありがとうこざいました。知多児童・障害者1日談センター :大野悠里子

利用者さんの笑顔や、子ども達が楽しく元気に遊ぶ姿に触れること
ができ、集まってくる人達も職員の方も生き生きとしてみえて、とても素
敵な場所だなあと感じました。職員の方は、私に対しても暖かくアット
ホームに受け入れてくださったので、とても楽しく研修を終えることが
できました。その中で、りんりんが地域に根づいた暖かい場所であるこ
とを感じ、自分自身も暖かい気持ちで日々の業務にあたりたいと思いま
した。りんりんの職員の方、お話ししてくださった利用者の方や一緒に
遊んでくれた子ども達に感謝していま魂

主にデイサービスと学童保育の手伝いをしたのですが、当然自分が

役に立てたということもなく、むしろ足をひっばってしまった事の方が

多かつたと思いま丸 しかしほとんどのことが普段経験することのない

事であり、介護や福祉といつた、これまでは自分とは無関係だと感じて
いた事を少しても身近に感じることができるようになりました。6日間
という短い期間の研修だったのですが、スタッフの方々と働くことを通
して、新たに学ぶことがあり、さらに自分も地域のために何か貢献でき
ることはないかなど考えさせられることも多く、非常に有意義な研修で
した。
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私たちは“デイサービスやなべ'“りんごクラブ"で5日間サ

ービスラーニング活動をさせていただきました。

生き活きサロンでは地域に根づいたNPO活 動の重要さ

を知ることができました。コミュニケーションを通して相手を

大切に思う気持ちや尊重した接し方について学びました。自

分達の思うようには取り組むことはできませんでしたが、自

分の未熟さに気づき、これからの実習や社会に出てからの基

礎となる経験につながるものでした。この経験を今後の大学

の授業に活かしていきたいで魂

スタッフの皆様、利用者の皆様にはお世話になり、本当に

ありがとうc~・ざいました。

日本福祉大学2年 堀越拓也 柴田茜 岡本亜沙美

※サービスラーニングとは ポランテイアなどの地域貢献活動を学習素材とした

教育方針(学 生たちが自発的に地域貢献活動を企画 実施すること。


